
団体名

項目

　※評価について 　４：よくできた、３：まあまあできた、２：あまりできなかった、１：まったくできなかった

5.次回の
　取り組み 部員の茶道の基礎知識のひきあげ

6.次回活動
　 の目標

来年以降、こうしたお誘いがあれば、文化部の模範として
臨みたいと思う。

今回の取り組みについての評価 ４・3・2・1

2.目標
島田市からの合宿の誘致の話があり、それに応じたため。
その後の文化合宿の模範となること。

3.結果報告

島田市が所有する「杉風庵」というお茶室を借りてのお稽
古に加えて、「お茶の博物館」というお茶のことについて学
べる施設で、部員一同の茶道に対する姿勢が一層引き締
まったと感じた。また、地元のテレビ局や新聞、ＦＭラジオ
局等の取材も受け、島田市の地域活性化に貢献した。

4.目標と結果
  のギャップ

島田市における文化部の合宿誘致としては、初めてという
こともあり、あちらに頼ることが多かった。

活動報告書

茶道部

内　　　容

1.活動内容

  活動名（大会・行事等）：  茶道部夏合宿

　活動場所：静岡県島田市　杉風庵

  活動日時：平成　24年　７月　23日（月） ～ ７月　27日（金）


